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スポーツ歯学における科学的検討

スポーツ歯耐|･医学とは、すべての競技を通じて適切なスポーツ種目の選択、助言、診盗、管理、

臘情と、必要に応じて治療を行い、ざらに専門的怖報を提供することをI1的とする特別な歯科医

学の部門と定義されています具体的に我々は以下の3点について行動する必要があります。

l)正しい栄養摂取と体力づくり、健康の維持・増進のための歯・口腔の健康管理。

2）術･顎･「1腔領域におけるスポーツ障害の安全対策とその折導､そしてスポーツ外傷の論療。

3)1W･"･1_I腔領域の機能と運動能力とのIII係の解明。

講演では、主に前項の2)と3)に注uLて、スポーツ歯科医学に|淵して現在までに科学的に明ら

かになっている点をご紹介したいと考えています“

上田公子氏 (徳島大学病院小児歯科助教）

小児期における歯科スポーツ外傷の予防と治療

1~1腔顎顔Ini領域のスポーツ外傷には、！賊組織の損傷、歯の脱臼や破折、顔而竹･の骨折、顎

関節の損傷などがありますこのような外暢はあらゆるスポーツで発生し、I｣腔顎顔面領域は受傷

頻度が高い部位でもあI)ます。歯科|筵療や予防歯科学の進歩により、う蝕や歯周病が職症化して

きている一方で、このようなアクシデントにより、健全な鮒を失うことは少なくありません。

､Iz成24年の文部科学省'l1央教育群議会からの答巾では、子どもたちの体力向kをめざした、

スポーツ機会の充実、若君のスポーツ活動の推進、スポーツにおける安全の確保などが、取り細

むくき施策としてあげられています．子どもたちにスポーツの機会が増えれば、けがの予防は取I)

組むぺき大切な課題となります今I可は、このような中で、小児歯科の立場から歯科スポーツ外傷

の予防と治療について考えてみたいと思います

富 永賢氏 (徳島大学病院診療支援部歯科技工士）

歯科スポーツ外傷の予防における

歯科技工士の役割について

近年､アスリー1,としての競技スポーツから､余暇を楽しむﾉI罐スポーツ､国民のあいだでは､年齢

を問わずきまざまな人がスポーツに間わっているそのなかで競技スポーツ･生涯スポーツに関係な

く､いわゆる､コンタクト･スポーツにおいて‘スポーツ外傷はその重症度に差はあるものの､避けられな

いのが現状である｡歯科においての｢スポーツ外傷の予防｣で第一に挙げられるのがマウスガードで

ある,そこで､今匝l､スポーツ･マウスガードに関する､使川材料から､製作過程を紹介する
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近 藤通 氏(徳島市開業､日体協ｽポーﾂデﾝﾃｨｽﾄ）

両
｢スポーツ歯科外傷の予防と治療』への

スポーツデンティストの関わりについて

「スポーツドｸﾀー ならよく聞くけど、スポーツデンテイスI､って1'ﾘですか?」とよく『:われます

スポーツ歯科･を取り巻く環境は、2011年にスポーツ堆本法が50年ぶりに全mi改1Iﾐされたことによ

り、大きく変化しました。こうした状況に呼応して、ll本体育協会公認スポーツデンテイストが2015

年に第一期生67名力誕生したのです

スポーツデンテイストの役割としては、スポーツ選手の歯科的健康梼理、スポーツ歯科外筋・'噺

害の診断愉療と安全対策､競技ﾉJの維持|hj上への支援が繋げられるわけですが､まだ私はスポー

ツデンティストとしては1年余りの経験しかないので､木uはスポーツデンテイスト鍵成荊習会のカリキュ

ラムより興味深く感じた内容を少しお話しし、「歯科がスポーツに対･してどのように|則わっているのか」

その現状と課題について、お話ししたいと思います‘
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平成29年7月30日旧)10:00～12:30

司会：笠原信治 (徳島県歯科医師会常務理事）
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秀司(徳島県歯科医師会会長）

文昭(徳島大学歯学部長､四国歯学会会長）

10:10シンポジウム

部スポーツ歯学における科学的検討

大倉一夫氏(徳島大学病院歯科(かみあわせ補綴科)講師）
10:40－－－－．－．－．．－－．－－－－－－－．－－－－－－－－．－－－．－．－･･･－．－－－．．．－－－－－－－．－．

審小児期における歯科スポーツ外傷の予防と治療

上田公子氏(徳島大学病院小児歯科助教）
11：10‐－－．－－－－－－－．－－－．－－－－－－－･･－－－．－－－－－－－－－－．－－－－－－－－－－

琴歯科スポーツ外傷の予防における
歯科技工士の役割について

富永賢氏(徳島大学病院診療支援部歯科技工士）
11:40－－－－－－－－－－‐－－－－－－－－－－－－．－－－．．－－－．－－－－－．－．－．－－－－－

琴「ｽボｰﾂ歯科外傷の予防と治療」への
スポーツデンティストの関わりについて

近藤通宏氏(徳島市開業､日体協ｽポー ﾂデﾝﾃｨｽﾄ）

12畠10ディスカッション

座長岩本 勉氏
（徳島大学大学院医歯薬学研究部小児歯科分野教授）
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